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令和４年度 第１回「琉球文化ルネサンス」に関する万国津梁会議 議事録 

 

（１）会次第等 

令和４年度 第１回「琉球文化ルネサンス」に関する万国津梁会議 

会次第  
 

日時：2022 年６月９日（木） 16：00～18：00 

場所：沖縄県市町村自治会館 

 

１．開会・あいさつ 

２．令和４年度 万国津梁会議の進め方について 【資料１】 

３．議 題                          

①県の関連施策の状況について 【資料２】 

②具体的な事例検討の方向性について 【資料３】 

４．閉会・事務連絡 

 

【配付資料】 

①会次第 

②「琉球文化ルネサンス」に関する万国津梁会議 委員名簿 

③配席図 

④資料１ 令和４年度 万国津梁会議の進め方について 

⑤資料２ 県の関連施策の状況について 

⑥資料３ 具体的な事例検討の方向性について 

⑦参考資料１ 中間報告（概要版） 

⑧参考資料２ 新・沖縄 21 世紀ビション基本計画 ＜抜粋＞ 

⑨参考資料３ 文化等に関する県の施策（個別計画） 

       ・第９次沖縄県伝統工芸産業振興計画 ＜抜粋＞ 

       ・首里城復興基本計画 ＜抜粋＞ 

       ・後期「しまくとぅば」普及推進行動計画 ＜抜粋＞ 

       ・沖縄の伝統的な食文化の普及推進計画 ＜抜粋＞ 

       ・沖縄空手振興ビジョン ＜抜粋＞ 

⑩参考資料４ 委員のこれまでの主な意見 

（当日配布）参考資料 令和４年度 沖縄県文化芸術振興条例に基づく施策体系別事

業一覧  
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（２）出席者 

■委員 

氏名 分野 職名等 出欠 

波照間 永吉 文学 名桜大学大学院 国際文化研究科長 教授 ○ 

山里 勝己 文学 名桜大学大学院 国際文化研究科 教授 ○ 

大田 静男 歴史 八重山歴史・芸能研究家 ○ 

上里 隆史 歴史 琉球歴史研究家 ○ 

いのうえ ちず 文化 雑誌「モモト」編集長 ○ 

富田 めぐみ 伝統芸能 
合同会社琉球芸能大使館 代表 

舞台演出家 
○ 

嘉数 道彦 伝統芸能 
沖縄県立芸術大学 音楽学部 琉球芸能専攻 

准教授  
欠席 

小渡 晋治 伝統工芸 

（株）okicom 常務取締役 

琉球びんがた事業協同組合 特別顧問 

「琉球びんがた普及伝承コンソーシアム」事務局長 

○ 

久万田 晋 民族音楽/民俗芸能 沖縄県立芸術大学 芸術文化研究所長 教授 Web 

知念 賢祐 空手 沖縄空手道古武道連盟ワールド王修会 会長 Web 
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（３）議事録詳細版 

 
１．開会・あいさつ 

 (省略) 
 

２．令和４年度 万国津梁会議の進め方に

ついて 

【波照間委員長】 

皆さんこんにちは。知念委員と久万田委員

は Web での参加ですが、どうぞよろしくお願

いいたします。 
本日は琉球文化ルネサンスに関する万国津

梁会議の２年目の第１回の開催になります。 
昨年度は３回の会議を開催し、そのなかで

琉球文化ルネサンスの実現に向けて、沖縄県

としての一体的な取組に繋げていくための

様々な方策等について議論してまいりました。

これについては中間報告を取りまとめて知事

にもご報告しております。今年度は、この中

間報告の内容を踏まえて、来年の３月の最終

的な提言に向けて議論をさらに深めて具体的

な方向性を指し示していくことができるよう

に、実効性のある提言を準備したいと考えて

おります。どうぞ皆様、今年度も引き続きご

協力くださいまして、立派なビジョンが提言

できますようにお取組いただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 
それでは会次第に沿って、進行していきた

いと思います。まず、次第２の「令和４年度 

万国津梁会議の進め方」について事務局より

報告をお願いします。 
 

【事務局】 

資料１、参考資料１ 説明（省略） 
 

【波照間委員長】 

ただいま事務局が説明した内容について、

意見あるいは質問がございましたらお出しい

ただきたいと思います。 

中間報告のこの部分はこう直したほうがい

いんじゃないかということも含めて、振り返

りをしていただいてもよろしいです。根幹に

関わるような、琉球文化ルネサンスとは何か、

琉球文化ルネサンスの概念は一般県民にちゃ

んと伝わるよう整理されているかどうか、と

いったことも含めてご意見がありましたらお

出しいただけるとよろしいかと思います。 
他に今年度のスケジュール等々についても

問題ございませんでしょうか。 
特にご意見もないようなので、説明いただ

いた資料１の方向性を確認いたしまして、こ

れからの議論に進んでいきたいと思います。 
それでは、次第３の①「県の関連施策の状

況について」を事務局より説明お願いします。 
 

３．議題①県の関連施策の状況について 

【事務局】 

資料２ 説明（省略） 
 

【波照間委員長】 

説明でもございましたが、中間報告で取り

まとめた（１）琉球文化を一体的に捉えた戦

略的取組の必要性について、「新・沖縄 21 世

紀ビジョン基本計画」や「第９次沖縄県伝統

工芸産業振興計画」などの県の政策では、詳

細を見れば書かれているかもしれませんが、

いわゆる厳密な意味での１対１対応の項目は

ありませんということでございます。皆さん

のほうでこういう方向を模索すべきじゃない

かといったご意見がございましたら、お出し

いただいて構わないと思います。いかがでし

ょうか？ 
 

【上里副委員長】 

琉球文化を一体的に捉えた戦略的取組につ

いての考えが、県の政策に明確に記されてい

ないことについては、昨年度も少しお話しま

したが、やっぱり県はいろんな個別の事業は



4 

頑張ってるんですけれども、全体的な戦略や

ビジョンみたいなところや、最終的にどうな

りたいというところが希薄な傾向にあるのか

な、まさにそれを反映したような形になって

しまったなと思います。我々がこの万国津梁

会議で提案したことに対し、その実現性をど

ういうふうにしていくかという問題について、

現在の状態ですと、おそらく達成できないと

いう形になってしまうと思います。 
21 世紀ビジョンでもそれが明確に書かれて

ないということであれば、それをどういうふ

うに今後具体的に県の政策として補完してい

くのか、対応していくのか、ということを今

年度の議論の１つにしてもいいのではと思い

ました。個別の具体的な計画とか、いろんな

ものはもちろんいいと思うんですけれども、

そのあたりの対策や対応を今回は意識すべき

なのかなというふうに感じました。 
 

【いのうえ委員】 

行政の仕組みとして、一度つくられた基本

計画などにこの万国津梁会議で話し合ったこ

とが遡って反映されてるってことはないです

よね。そうすると具体的に実現性を持たせる

ためにどういった方策があり得るんでしょう

か？言いっぱなしになったら意味がないと思

っています。 

 

【波照間委員長】 

今のお話について、県のほうから行政とし

ての筋道をお話しいただけますか？難しい問

題だと思うんですけれども、だいたいこうい

う方向性ということでもいいです。 
 

【事務局】 

ご意見ありがとうございます。この琉球文

化ルネサンスという文言ですが、首里城復興

基本計画のなかで初めて触れられたものでご

ざいまして、「新・沖縄 21 世紀ビジョン基本

計画」にも盛り込まれております。「新・沖縄

21 世紀ビジョン基本計画」は、県の計画体系

の中で最上位の計画で、法律でいう憲法にあ

たるものになり、これに基づいて個別計画が

つくられてまいります。ですので、万国津梁

会議のなかで、琉球文化ルネサンスを個別の

関連施策と結びつけて提言していただけると、

各部局が個別計画の中で反映させることがで

きます。 
 
【山里委員】 

私は最初のほうから、ルネサンスとは一体

何を意味してるのか、ということを問いかけ

てきました。首里城を中心としたルネサンス

というのはちょっとわかりにくいですね。だ

からルネサンスという言葉を説明したつもり

ですけれども、要するに文化の再生であった

り、文化の深い斬新な変化であるとかですね。 
あるいは個々の人々の変化であるとか、意

識の変化であるとか。もっと言えば、これか

ら文化を継承する沖縄の若い世代が、どのよ

うに琉球文化・沖縄文化を捉えて、それに高

い関心を持って自らの文化として継承してい

くかいうのが、本来の意味でのルネサンスだ

と思います。 
だから、いろんな個別的なものはたくさん

ありますけども、それが総花的に、表層的に

流れてしまうとルネサンスではないです。 
深い意識の変化のなかから琉球文化という

ものをもう一度理解するということがルネサ

ンスの本来のあり方ではないか、ということ

をずっと考えてきました。ただ、抽象的にし

か言えませんが、今挙げられている個別的な

ものが収斂していく方向にベクトルが動いて

いく、ということが、いわゆる一体的に捉え

た戦略的取組ということになってるんじゃな

いかなと思います。そのためにはどうするか

ということが議論になるかと思います。 
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【波照間委員長】 

どうもありがとうございました。 
武村課長のご説明で、万国津梁会議で議論

をして、個別具体的な実効性のある方向性を

我々が打ち出せば、これが県庁内部の各部局

で実現されていくような構造になっていると

いうことでした。難しい問題だと思うんです

ね。結局、21 世紀ビジョンが、我々が出した

琉球文化を一体的に捉えた戦略的取組という

問題意識を明確にし得なかった。まるきり考

えてないってことではないと思いますが、そ

ういったことを明確に文言化しなかった。こ

れはやはり問題にすべきだと思います。です

から、我々のほうから、まさしく提言してい

るということだと思うんです。 
先程、山里委員が話したように、若い人た

ちに沖縄文化、琉球文化に対する意識をしっ

かり持ってもらうという根本的な問題から始

まって、県の具体的施策、実現性のあるもの

として、こういったことをやってもらうと効

果的ですというふうな方向で議論をつくりあ

げていくということだと思います。 
小渡委員や富田委員からは何かありますか。 

 

【小渡委員】 

中間報告の内容が県の政策から漏れてしま

っているということに関して、はっきり確認

しておきたいところですが、当然、遡って県

の計画を修正することはできないですし、こ

の琉球文化ルネサンスというコンセプトや意

識は、たぶん総論でしっかりと網掛けをした

うえで、各論で個別具体的な政策を走らせて

いかないといけないというのは、多分共通認

識であるのかなと思っています。しかし、上

の計画には被せられずに下の計画で、万国津

梁会議でまとまった内容を各部局と連携して

いきながら、言ってみれば染み渡らせるよう

なイメージで実行していくしか方法がないと

いう理解でいいでしょうか。 

 
【事務局】 

ご理解のとおりで、万国津梁会議で議論し

ていただいて、琉球文化ルネサンスとはこう

いうものだというものを打ち出していただけ

ればと思います。「新・沖縄 21 世紀ビジョン

基本計画」では、琉球文化ルネサンスは文言

としては入っていますが、どういったものな

のかその概念は明確ではございませんので、

それを議論していただくのが、この万国津梁

会議の場であります。また、万国津梁会議で

定義づけた琉球文化ルネサンスというものを

どう個別計画に落としていってほしいのかと

いうことをご提言いただければ、各部局も各

個別計画に落としていけると、そういう流れ

になります。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。今の説明でよろ

しいかと思いますが、この認識でいくと、

我々の提言が「新・沖縄 21 世紀ビジョン基本

計画」を書き換えることにはならないけれど

も、我々の提言が具体的な政策としてこれに

肉付けをしていく方向性であることを、共通

の認識にしておきたいと思います。 
それではこれから、議題３の②「具体的な

事例検討の方向性について」を事務局より説

明お願いします。 
 

３．議題②具体的な事例検討の方向性につ

いて 

【事務局】 

資料３ 説明（省略） 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。この議題が今日

の会議の肝の部分ということですね。これま

で話した事柄をいかに肉付けしていくかとい

うことに関連した議題です。活発なご発言を
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期待したいです。 
 

【富田委員】 

資料３では、中間報告の提案②、提案③に

基づいた具体的な事例をお示しいただいてい

ますが、提案①のほうがやはり非常に難しい

と感じてはおります。おそらく平時であれば

提案②と提案③が中心になってもいいとは思

いますが、やはりコロナを経験した今、提案

①「持続可能な仕組みづくり」に基づいた事

例が必要ではないかなと思います。例えば、

もともと継承者が高齢化していて継承が非常

に難しい祭祀芸能であったり、工芸や舞台芸

術やしまくとぅばなど、人と人が会ってかろ

うじて細い糸が繋がっていたものが、コロナ

を経験して対面の活動ができなくなってしま

い、その細い糸が途切れそうになっている

様々な分野があるんじゃないかなと思ってい

ます。そのような危機感を、せめて共有する

とか、同じ課題に直面した異分野の仲間がい

るみたいなことを、具体的な事例のなかで示

せるといいですね。持続可能な「仕組みづく

り」まではいかなくても、持続可能な仕組み

づくりが「必要である」ということを共有す

るような具体的な取組が必要ではないかと思

いました。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。コロナというま

さに世界的規模の災害のなかに我々は今いる

わけですが、そういったなかでこの琉球文化

ルネサンスという問題を具体的に進めるため

には、この取組がいかに持続可能なものとな

るべきか、その仕組みづくりについて考える

べきではないかというのが、富田委員の発言

の趣旨でした。 
 

【久万田委員】 

特に提案③を見てると、昨年度の会議で他

の委員から「新たな価値をつくるのはいいけ

ど、それを外に向けて分かりやすく伝える努

力をしなければいけない」というようなご意

見があったかと思います。そのご意見に非常

に共感させられました。やっぱり沖縄の若者

に沖縄の文化の価値を認識させるのはいいん

ですが、今、これだけ観光客やインバウンド

など県外や海外の方がたくさん訪れるのに、

どのように沖縄の伝統的価値や新たな価値を

伝えていくかという部分を盛り込む必要があ

るのではないでしょうか。検討内容に、どの

ように外部の方に沖縄の文化の魅力を伝える

のか、工夫するっていう文言が必要なのでは

ないかと。私の意見というよりは、前年度の

会議でもそういうご指摘がどなたかからあっ

たかと思いますので、ぜひ盛り込んでいただ

きたいと思います。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。新たな価値を創

出するとして、それをいかに外部に発信して

いくかを模索すべきである、その文言を入れ

るべきだというご意見だと思います。 
 

【知念委員】 

今の久万田委員のご意見とリンクしますが、

空手を例にしますと、空手の場合はまずビジ

ョンがない。今、海外の空手に関しては、沖

縄の空手はどの方向に進むのかということは

大きな課題としてあります。やっぱり伝統空

手を推進するのか、それとも現代的なスポー

ツとして推進するのかっていうのは、海外で

も非常にあやふやで、どっちもやられている。

同じ空手だからいいんじゃないかという趣旨

でしょうけども、それは外国人にはちょっと

あやふやに映っていまして、沖縄ではほとん

ど理解されていません。 
専門的に空手をやっている人たちは結局、

競技でメダルを目指すのか、それとも伝統的
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に従来から行われていた人間形成を推進する

のか、そのあたりで何を目指しているのかが

全然見えない状態で外国では行われています。

それじゃあ自分たちの国の文化に合わせてや

っていこうということで新しい流派がいっぱ

いできていますが、それにより錯覚が起きて、

世界に沖縄の空手が広がっているんだという

見方が多いのだと思います。しかしもう一度、

原点に帰って、過去からある文化とはどうい

うものなのか、もしくは今これから将来に向

けてのビジョンとして、どうしていかなけれ

ばいけないか、若い人たちへのバトンタッチ

はどうするのか、その辺りも根本となるとこ

ろから足元を見つめて発信し直さなければな

らないと思います。今のままでいろんな枝の

部分を話あっても、個人的にはちょっと賛成

しかねます。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。ちょっと乱暴な

取りまとめをするとすれば、先程の久万田委

員からあった伝統文化の伝え方の問題という

ふうに集約できるかと思います。 
参考資料３の 52 ページに沖縄空手振興ビジ

ョンの抜粋がございます。この資料に基づい

て、知念委員からご指摘されたいわゆる沖縄

空手が、スポーツ空手を伝えるという考え方

なのか、伝統空手を伝えるという考え方なの

か、その辺りが海外の人には実は伝わってい

ないんだというような指摘だったと思います。

この沖縄空手振興ビジョンや知念委員のご指

摘について、県の考えを説明できますか？  
 

【事務局】 

本日は空手振興課が出席しておりませんの

で、事務局で持ち帰りまして次回ご回答させ

ていただきたいと思います。 
 

【波照間委員長】 

資料３の２ページにある「学校現場での歴

史・文化教育に関する取組」については、去

年の会議で上里委員から中城村のごさまる科

などの話が出されていたかと思います。そう

いった個別の市町村レベルの取組については

石垣市でも教科書のようなものをつくって、

八重山地域の歴史と文化を伝える取組をして

いるなど、いろいろ事例はあるかと思います。

ただ、それがどれほど有効に動いているか、

あるいは沖縄県全体としてどのような力にな

っているかというところが問題かなと個人的

に思っているんですが、皆さんいかがでしょ

うか？大田委員から八重山の取組などお話で

きることはございますか？ 
 

【大田委員】 

八重山では歴史文化に関する立派な副読本

を一括交付金でつくったわけですが、慰安婦

や南京大虐殺の記述があるという議員の指摘

がありまして、配布を中止したということが

ありました。これは大変な問題だと私は思っ

ています。慰安婦や南京大虐殺については日

本政府がすでに認めて公式の見解を示してお

ります。政治の横槍でこの立派な読本が配布

中止されてしまいましたが、それに代わる副

読本は今のところつくられておりませんし、

つくる計画もないとのことです。首長や政治

家が変わったりすると、副読本がすぐ取り下

げられてしまうというようなことがあっては

いけないんではないかなと思うのですが、他

の市町村でもそういう例はございますか？ 
 
【上里副委員長】 

話が少しだけずれるかもしれませんが、今

年度、浦添市の一般社団法人りっか浦添が浦

添の歴史と文化を記した小冊子を作成し、市

内の小中学生全員に配布しました。私もその

監修に関わりましたが、これは市の事業では
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なくて、民間団体が学校教育の現場に活用し

てほしいということで教育委員会と市に働き

かけた事例になります。大田委員がおっしゃ

るように、その市町村の政治の状況で歴史・

文化教育が左右されてしまうということが問

題の１つにあるのかなと思います。どうして

も各自治体の裁量はありますから、おそらく

今回の議論では、歴史教育そのものだけでは

なく、教育を取り巻くような現状のなかで、

どういうふうに沖縄歴史教育を有効的に行う

かという視点を特に重視する必要があるよう

に思いました。 
特に今回の問題は、沖縄の問題だけではな

くて、教育指導要領とかどうしても動かせな

い部分が多々あると思うんです。その合間で

どうやって効率よく、しかもやりやすく歴史

教育をしていくか、具体的に実現するために

は、必ず避けて通れない問題だと思います。

例えば教科書の問題にしても、中城村ごさま

る科は一括交付金で教科書を作成しましたが、

現在は財源が足りないということで、教科書

が各生徒に配布されるのではなく、レンタル

のような形で使いまわしをしているようです。

そういった教材の問題についても、例えば県

が財政的にどういうふうに支援できるのかと

か、教育そのものだけじゃない、もう少し広

い範囲で議論すべき気がしました。大田委員

のお話も含めてです。 
 

【山里委員】 

上里委員のご意見に全く賛成するんですけ

ども、この問題は今に限ったものではありま

せん。私が中学生のころ、50 年か 60 年くら

い前に仲原善忠先生の書いた『琉球の歴史』

という教科書を上下２冊買わされましたが、

中学校で１回も使えませんでした。ただ置い

てあるだけです。 
それから仲井真知事の時に、私は頼まれて

沖縄県振興審議会の学術文化・人づくり部会

の部会長を務めました。その時は引き受ける

前にしまくとぅばを柱にしていいということ

で引き受けました。すると、少しでもいいか

らしまくとぅばを学校現場で導入しようとい

う提案がありましたが、その時に最も強く反

対したのは教育庁の皆様でした。先程も上里

委員がおっしゃいましたように、とにかく文

科省のカリキュラムのなかで入れるのは大変

だ、時間も無いということで、あまり乗り気

じゃなかったんですが、一応、答申に入れま

した。 
それから時間が経って、今は波照間委員長

が中心になって活動されています。いろんな

形のしまくとぅばのバリエーションで、社会

にいろんなものが出てきたということがあり

ます。ただ、色々とご指摘もございますけれ

ども、しまくとぅばが実際に活用されている

かどうかというと、非常に心配です。だから

できたらこの部会でももう一度、何らかの形

で沖縄・琉球文化を考えるのであれば、言葉

の問題はどうしても無視できないことですの

で、何らかの形で実践する、子供たちや次の

世代に向けて教育していくということもやっ

ぱり考えています。これは非常に大事なこと

じゃないかと思います。 
 

【小渡委員】 

今の議論を拝聴しておりまして、思ったと

ころは、21 世紀も 1/4 を過ぎそうになってお

りますが、伝え方とか、つくったけど利用し

ていないとか、やっぱり世の中も変わってき

ていて、子供たちの IT リテラシーが上がって

いますし、１人１台の iPad が小学校、中学校

で完備されているとか、状況は変わってきて

います。なので、何かしら新しいものをつく

るのであれば、やっぱりデジタルがメインで

あるべきだろうなと感覚的に思っています。

デジタルにすることで何回ダウンロードされ

たのかとかがわかります。しまくとぅばも文
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字で見ると正しい音がわかりませんが、デジ

タルだと音声を再生できたり、動画っていう

メディアが使えます。そういうふうに、デジ

タルの活用をちゃんと考えていくことが大事

なのかなと思います。また、デジタルなんで

基本的に印刷しなくていい、紙代もかからな

いなど、いろんなメリットがあると思います。

また、入り口をどう入りやすくしてあげるか

という視点でいえば、特に子供たちへの教育

のなかでは分厚い副読本を渡されても読む人

はおそらく少ないのではないかと思ったりし

ます。例えばインスタグラムなど彼らが日常

触れているメディアで、７枚ぐらいのスライ

ドで概要を伝えてあげて、興味が持てたとこ

ろからより深めていくとか、メディアや伝え

方を変えていくといった工夫をしていかない

といけないと思います。つくる側の目線でつ

くっても同じことが繰り返される可能性があ

るので、やっぱり今の子供たちの関心も踏ま

えて、どこからだったら入っていけるのかと

か、そういったところも分析をしたうえでア

プローチを図っていく必要があるのかなと思

いました。 
もう１点、話は変わりますが、県内の事例

を探して議論を深めて可能性を見つけ出すっ

ていうところかと思っていますが、必ずしも

県内の事例に限る必要はありますか？日本や

世界っていうスコープで見たりすると、成功

例、ベストプラクティスのように、こういっ

たやり方をすることでこういう課題が解決さ

れた、といういい事例は、ちょっとリサーチ

すればあると思います。そういったもの、沖

縄県内だけにこだわることはないのではと思

いました。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。小渡委員の事例

のお話に関して、私も個別の事務局とのミー

ティングでは、しまくとぅばの普及のために

ハワイを参考にしているということは話して

います。ハワイは言ってみれば成功事例の１

つとしていろんなところで参照されています。

そういう意味では今回の事例検討は沖縄に限

定しているということではないと私は思って

るんですが、事務局はいかがですか？ 
 

【事務局】 

事例は特に県内に限っているわけではない

ので、やり方を工夫して県外、海外のベスト

プラクティスについても情報収集をしたいと

思います。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。他に富田さん、

どうぞ。 
 

【富田委員】 

子供たちもそうですが、まず子供たちに教

える先生方ご自身が必ずしも沖縄の文化に触

れているかというと、そこも非常に危ういと

いうところがあるかと思います。非常に熱心

な先生がご自身で三線を習っているとか、何

か伝統文化に興味がある方は本当に限られて

いるのではないかと思いますので、専門家の

派遣のような仕組みというのがまず大事だと

思いますし、小渡委員からもありましたけれ

ども、こういう時代なのでデジタルの活用と

いうのが気になっています。体育の授業でダ

ンスが選択できるとなったときに、EXILE の

ダンス教材がバカ売れしたようです。それは

やっぱり先生自身がダンスをやったことない

のに教えることになったので、すごく大変だ

ったと思うんですよね。じゃあ例えば沖縄の

全ての子供たちに、卒業するまでにかぎやで

風を必ず踊れるようになるとか、空手の普及

型が必ずできるようになるとかにしても、具

体的な教材となるものをあげて、先生たちに

教えてねって言うのはなかなかできないので、
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１つの方法として専門家の派遣、もう１つは

きちんと教材化をして、先生方の負担になる

ことなく授業に取り入れやすい形をつくって

いくことが必要ではないかなと思いました。 
余談ですが、参考資料３の 34 ページにバレ

エ学校での琉舞指導の写真が出ていますが、

これは私が企画したものです。講師を派遣し

て、生まれてからずっとバレエをやってる子

供たちに２日間だけかぎやで風を体験しても

らいました。体験をしていただいた上で琉球

芸能の１時間の公演を観ていただいたら、自

分の体を動かした後に触れる本物の芸能に非

常に深く感動されていまして、その後もぜひ

沖縄の芸能を学びたいということで交流が続

いているというところもありますので、ぜひ

子供たちが見たり聞いたりするだけではなく、

自分の体を使って体感できるような形が取れ

ればと思います。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。いろいろアイデ

ィアが出てきていますが、ほとんど学校での

歴史文化に関する教育のほうに皆さんのご指

摘が集中している感じがいたします。他にも

離島における伝統文化の活用である、異分野

との連携とかもございます。いかがでしょう

か？  
 

【大田委員】 

離島の伝統芸能・伝統工芸などを活用した

地域振興の取組というのがありますが、離島

と言いましても、石垣市と竹富町、与那国町

はちょっと事情が違っております。竹富島と

西表島では、住民のほとんどが本土の人が大

多数を占めています。そのなかで祭りを継続

させていくためには、やはり本土から移住し

てきた人たちを祭りのなかに取り込んでやっ

ていくというようなことが行われております。 
そして離島振興の企画プロデュースに携わ

っている方や機関は、大きい石垣市でしたら

そういう方はいらっしゃるんですけれども、

竹富町や西表島はほとんどいません。ですか

ら、それは民俗芸能、祭祀芸能として行って

いるということです。 
実は市民会館とか、近代的な設備の舞台で

踊っている組踊とか琉球古典舞踊などと違っ

て、民俗芸能は多くの人が参加して大体屋外

でやりますね。ですからそういう広場のよう

な施設というものがやっぱり必要ではないか

なと思います。市民会館等で民俗芸能をする

と、そこでは民俗芸能の持っているエネルギ

ーとかパワーとかそういうものがみんな失わ

れてしまうと感じます。なので建築家や市民

会館というものをつくる人たちは組踊とか琉

球古典とかバレエとか、そういうものにだけ

目を向けるのではなくて、民俗芸能の持つエ

ネルギーが発散できる施設をつくってほしい

なと考えました。 
また、離島ではプロデュースする人ってい

うのがほとんどいないですね。市町村でもそ

んな人がおりませんので、できたらそういう

市町村の職員を県に派遣するとか、文化庁と

かメセナの企業体に派遣して、予算の取り方

とか横の繋がりとかを吸収できるようにする

と、離島の芸能というのも、外に出て行って、

講演することができると思います。 
それと、できましたら私は宮古・八重山の

離島は芸大と国立劇場とは別に、民俗芸能を

勉強する大学か施設をつくったほうがいいん

じゃないかなと思います。それができなけれ

ば芸能交流でもいいですし、芸能交流の船を

宮古、八重山、久米島間でもいいですし、走

らせることによって交流を深めていけたらい

いなと思っております。以前は台湾や中国と

八重山芸能の交流もあったわけですが、今は

政治情勢もあって行けなくなってしまったん

ですけれども、私たちはもっと南の方との繋

がりも考えていく必要があると思います。そ
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れが自分たちの島の芸能というものが、他の

国との交流のなかで取捨選択されて最後には

残ったものだということ、そしてそれが私た

ちの先祖をつくってきたパワーとして残って

きたんだということがわかるんではないかと

思います。そのためにもやはり国際的な交流

というのは必要じゃないかなと思います。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。八重山の具体的

な事例を話しながらということでしたが、民

俗芸能が交流するための機関が必要ではない

か、具体的には国立劇場おきなわや県立芸大

の名前も出てきましたけれども、これについ

てはかねてから山里委員から、いわゆる宮

古・八重山にコミュニティカレッジをつくる

べきだ、という発言がございました。今の話

と関連させていかがですか？ 
 

【山里委員】 

私がコミュニティカレッジの話をしたのは、

大田委員が芸大の分校についておっしゃって

いたので、こういうことも考えられるという

ことでお話しました。私はそれも素晴らしい

と思います。ただ、芸能だけではなくて、も

う少し広げた形のものがあってもいいんじゃ

ないかということで、ハワイの例を出しまし

た。人口５万あれば、ハワイはコミュニティ

カレッジをつくってるんですよ。２年通って、

４年制に繋げるということですね。それによ

ってハワイの島々が非常に誇らしく、自分の

文化を持っているという状況でしたので、そ

ういうことを申し上げました。 
特に宮古・八重山であれば、大変魅力的な

島ですので、これは沖縄あるいは日本全国、

あるいは大田委員が申し上げましたような南

のほうからも、世界中から若者が集まるよう

な非常に素晴らしいものになるのではないか

というふうに考えて申し上げたわけです。た

だ、実効性ということになるとすぐにはでき

ないと思います。知事あるいは県、あるいは

総務省や文科省を巻き込んだ大きい仕事には

なると思いますが、もしこれが実現すると本

当に沖縄全体の底上げになりますし、１つの

ルネサンスとしての実例になるのではないか

あえて申し上げたところでございます。 
もう１つだけ申し上げてよろしいですか？

国際政治という言葉が出ましたので、実は沖

縄のディアスポラ、海外のウチナーンチュた

ちも巻き込んだ形でのルネサンスを考えたほ

うがいいんじゃないかなと思うわけです。実

際に今、海外のウチナーンチュが非常に盛り

上がっているわけですね。世界のウチナーン

チュ大会を見てもわかるように、今まで移民

のなかで非常に下積みの人達だったのですが、

だんだん力をつけてきて大変元気が出てます。

実は富田委員が出演した、ジョン・シロタさ

んが書いた「レイラニのハイビスカス」とい

う劇は、沖縄や東京、ロサンゼルスでも上演

して、沖縄の人たちが多く見に来てました。 
それから最近、ハワイの若い県系３世、４

世たちが書いた文学のアンソロジーが出ます。

私が推薦文を書きました。このなかで、例え

ば御冠船歌舞団というグループの作品は、非

常に素晴らしいオペラになっているような感

じがします。そういう意味でも沖縄だけの伝

統的なものではなくて、いろんな外国の要素

とかを盛り込んだものが入ってきてるという

感じがするわけです。これも１つのルネサン

スではないかなと思ったりします。 
少し突飛なことを申し上げますが、ビート

ルズが最初に登場したときは、なんでこれが

音楽なのかと私たちは思ったんです。あとで

よく分析してみますとハーモニーであるとか、

詩が韻を踏んでいるとか構成が伝統的なもの

でした。ということも踏まえて、実は斬新な

ものが伝統的なものから生まれてくるという

こともよくわかりました。ぜひハワイ、北米、
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中南米、それから世界に拡散してる沖縄の人

たちの力を合わせて、沖縄的なグローバルな

ルネサンスがあってもいいんではないかなと

思っています。そうすると、もっと斬新な、

沖縄の若い人、世界の若い人は沖縄文化って

面白いなと、そういう形でできるといいなと

思ったりしてます。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。いろいろご意見

をお出しいただきました。今日は特に方向性

を決定する必要ございません。 
教育の問題などは、歴史や文化の教育をど

のように将来にわたって担保していくか一時

の権力者の意向によって、琉球・沖縄の歴史

や文化を伝えることが止められるようなこと

があってはいけないということは、共通の認

識として持っていると思いますが、そういっ

たことを琉球・沖縄の文化、しまくとぅばも

含めて今後どのような形で根付かせていくか。

私自身が思っていることはあまり申し上げて

おりませんが、この後も会議は３回ございま

すのでそこで私自身の見解を申し上げさせて

いただきたいと思っております。いずれにせ

よ、教育が非常に重要な問題であると言うこ

とは一致しました。 
山里委員から出た、世界のウチナーンチュ、

沖縄ディアスポラの問題については、今年が

世界のウチナーンチュ大会もございますので、

大会が今後も継続して行われるような仕組み

のようなことを改めて我々も考えていかない

かいけないだろうというふうに思っています。

これについても具体的にどのような仕組みを

すれば、世界のウチナーンチュ大会や世界中

にいらっしゃる沖縄ディアスポラの人たちと、

いわゆる母県と言われる沖縄県の我々が協働

して何ができるかということを考えていかな

くてはいけないだろうと思っております。 
 

【山里委員】 

世界のウチナーンチュ大会の件でずっと考

えていることがあるのですが、富田委員にも

お聞きしたいのですが、例えば音楽や踊りな

ど世界のウチナーンチュの芸能大会を、世界

のウチナーンチュ大会の時に一緒にやるとか。

そうすると、例えば南米と琉球がフュージョ

ンしたようなものや、その地域の音楽と琉球

の音楽が出てくるのではないでしょうか。例

えばロックバンドの紫のジョージ紫さんが評

価されたのは、ロックと琉球音楽を非常に美

しくフュージョンさせたというところにあり

ます。踊りや芝居やオペラとか、いろんなも

のが出てくるんじゃないかなと感じます。こ

れも琉球文化ルネサンスではないかなと思っ

たりします。ただ 100%純粋な文化は無いと

思います。文化はいろんなものが混じり合っ

てできているものです。そういう意味でも琉

球文化ルネサンスの隆盛や、財政も考えた時

に、ウチナーンチュ大会を契機に、一緒にそ

ういうこともやってみることも１つの持続可

能なやり方ではと思います。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。そろそろ終わり

かと思いますが、資料３の３ページにある

「事例検討の進め方」について急ぎで皆さん

からご意見をお伺いしてこの議題については

閉じたいと思います。先程、事務局からワー

キンググループあるいは関係者ヒアリングと

いうような形で、宮古の方を委員に加えるこ

とはできないけれども、こちらにお招きして

ご意見を聞くことはできるだろうという説明

がございました。私は久米島なども必要だろ

うと実は思っています伊平屋、伊是名なども

当然考えなきゃいけないとは思いますが、具

体的にどういう場面でそれをするかというこ

とが問題だと思うんです。皆さんいかがでし

ょうか？ 
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事例検討については基本的には事務局で検

討すべき事例を調整して聞いていくというこ

とでしょうか？むしろ我々からこういう事例

をヒアリングしてくださいと出すのが本来か

なと私自身は思っているんですが、いかがで

しょうか？皆さんからこういったことを聞い

てくださいということがあれば出してもらっ

ていいですよね。むしろそのほうがいいと思

うんです。いかがでしょうか？ 
 

【事務局】 

ぜひ委員からご意見を出していただければ

と思います。 
 

【いのうえ委員】 

まず先程から世界のウチナーンチュの話が

出ておりますが、せっかく 10 月にウチナーン

チュ大会が開かれるので、何らかの形で万国

津梁会議と連動したような会議を持って、文

化の振興に取り組んでいらっしゃる方々の事

例を直接お聞きするような場があってもいい

んじゃないかなと思いますが、さっきのスケ

ジュールを見てるとちょっとギリギリすぎる

のかなっていうのが気になっています。 
それと提案③新たな価値の創出で、異分野

と連携した取組っていうものがありますが、

中間報告の提案と県の個別政策との関連のと

ころで、観光に関する政策のなかで文化が弱

いっていうのが第一印象なんですよね。パッ

と見ても文化の部分が空欄になっているとこ

ろが多い。観光は沖縄の基幹産業であるにも

関らず、こういうふうに文化が蔑ろにされて

はないと思いますが、文化に関する項目が全

然ないというのがちょっと気になるので、そ

の辺をこの万国津梁会議のワーキンググルー

プのなかでも、強化するような取組ができる

といいなあと思いました。 
私自身が首里染織館 suikara の運営に関わ

っているものですから余計、最近思うのです

が、観光客を呼び込むための取組をやろうと

いうことで観光関係の方々と接することがと

ても増えました。すると文化に対する理解度

が浅い、表面的に捉えていらっしゃる方が多

いという印象がとても強くて。富田委員が仰

っていた、教育現場で先生自身が歴史文化を

知らないっていう話がありましたけど、観光

客に発信するはずの事業者が知らないってい

うこともありますので、その辺も何か強化す

る取組ができたらと考えています。 
 

【小渡委員】 

先生が知らないということと観光事業者さ

んが知らないということは、たぶん片方だけ

見てても、片手落ちになっちゃう可能性もあ

ります。職人側が情報開示をしているのか、

積極的に受け入れているのか、受け入れる場

所があるのか、などかなり複雑な背景がある

と思っています。紅型の工房だと狭いし、人

を呼べるような場所じゃなかったりもします。

他県の石川県とか福井県鯖江市の事例ですと、

「見せる工房」に対する助成金があって、内

装工事やリノベーションするためのお金が助

成されているところがあります。それにより

職人と先生や関係各所の人たちのコミュニケ

ーションを取れる場所ができています。その

ような場づくりがそもそも沖縄ってないんで

すよね。なので、やっぱり構造的に一方だけ

を責めるところではないのかなと思ったりも

します。当然意識を変えていく必要があると

思うんですが、じゃあやろうと言った時に職

人からすると、「仕事をする時間を止めて無料

でレクチャーするんですか？」っていうのも

おかしな話になるので、ちゃんと予算措置を

してあげて、工房見学するとか、手習いを教

えるとか、そういったものに対してもちゃん

と支払われるようにしないといけません。稼

ぐ部分がないと、なかなか持続可能な仕組み

は構築し得ないので、そこに関する予算措置
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があるのであれば、すごくいいなと思ったり

したところです。 
時間的にも最後の発言かと思うので付け加

えたいのが、新しい価値の創出の「異分野×

（かける）」というところなんですけれども、

ぜひweb3.0の文脈に関してはよくよくリサー

チをいただきたいと思っております。岸田首

相も含めて、日本のみならず世界においても

インターネットの新しい次元のプロトコルを

走っているweb3.0というものに関して、おそ

らく沖縄県民のみならず、日本においても 10
人中１人の反応があるかないか、というレベ

ル感だと思ってます。逆に言うと、この現状

において沖縄県として、例えば沖縄県民の電

子ウォレット保有率が 20%、30%とか、その

仕組みを使うためのスマホとかの機能を持っ

てると思うので、やればできると思うんです

が、やらなかったら永遠にできないですし、

完全にスピード勝負になってくるところもあ

ります。その仕組みや使い方を理解して行動

を起こしていくのは、本当に今、全世界がよ

うい、ドン！でスタートし始めた状況です。

これは東京でやってないから、沖縄でできな

いとか、ちょっと事例を見てみたいとかいう

ものではなく、新しい事例をつくっていくっ

ていう観点で考えなくてはいけません。先行

事例がいくつかありますので、そこで学びな

がらも、この分野で僕らが最初の事例になり

得るっていうのはたくさんあるはずなんです。

別に強制や批判をするわけではないですが、

前例がないとできないとか、とりあえず聞い

てみるとかっていうのではなく、この新しい

チャンスに対してどう沖縄県として取りに行

くのかっていうのは、それこそ戦略をきっち

りと練って進めていくべきではないかなと思

いました。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。いろいろまだ、

申し上げたいこともあるかと思ういますが時

間の都合もございますので、とりあえずヒア

リング等々についてご意見がありましたら事

務局まで直接ご連絡をお願いしてもらうとい

うことでよろしいですね。事務局には、いつ

頃までに意見を伝えてくださいという刻限は

ありますか？  
 

【事務局】 

今日の議事録を早急に取りまとめて、各委

員のほうに照会をかけさせていただきますの

で、それに合わせて追加で意見がございまし

たらその際にいただければと思います。 
 

【波照間委員長】 

ありがとうございました。では、そろそろ

予定の時間を超えてしまっております。ここ

でひとまず議論を終了させていただきたいと

思います。皆さんの活発なご意見を出してい

ただきましてありがとうございました。本日

の議事録を取りまとめしまして、また皆さん

にご覧いただくという段取りですので修正や

ご提案の追加がございましたらその際にいた

だければと思います。 
知念委員と久万田委員も他にご意見がない

ようですので、事務局にお返ししたいと思い

ます。 
 

４．閉会・事務連絡 

【事務局】 

波照間委員長、委員の皆様、ありがとうご

ざいました。今後の予定についてですが、本

日委員の皆様からいただいたご意見を踏まえ、

議事録を作成し、後日、皆様にご確認をさせ

ていただきますので、調査や事例検討につい

てまたご意見いただければと思います。具体

的な事例の検討状況等については、第 2 回会

議で報告させていただきます。事務局からの

連絡事項は以上でございます。 
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それではこれをもちまして令和４年度 第

１回「琉球文化ルネサンス」に関する万国津

梁会議を終了させていただきます。 
皆様、本日はありがとうございました。 


